
生成AIのコメント （居着くことについての意見） 

 

質問１ 

下記（（記記参照）のようなことを考えています。この意見は正しいですか？ おかしいとこ

ろがあったら、教えて下さい。 

 

チャトGPTの回答 

非常に興味深い思索ですね。 

全体として論理は通っており、内田樹氏の文章の核心――「居着くこと＝変化を止め

ること＝人間的な死」というテーマを、AI との関係に巧みに接続しています。大きな誤

りはありません。ただし、より説得的にするために整理や補足が有効な箇所がいくつ

かあります。以下にポイントを示します。 

 

   評価（正しい点） 

1. 内田氏の主張の理解が正確 

o 「居着く」「我執」「変化を止める」などの概念を正しく把握しており、仏教

的・武道的文脈にも整合しています。 

2. AI との関係づけが独自で的確 

o 「生成 AI は質問者の変化に応じて変化する」という洞察は、AI の性質

を「鏡」的な存在として捉えており、内田氏のいう「変化する生命」論と

呼応しています。 

o 「こちらが変わると相手（AI や人）も変わる」という部分は、相互行為論

的にも妥当です（例えば社会学のミードの「相互作用」や心理学の「共

感的関係形成」に通じます）。 

3. 人間関係への拡張が自然 

o 「AI との関係 → 他者との関係」という発想の流れに無理がなく、比喩

としても有効です。 

 

⚠ 改善・補足を検討すると良い点 



1. 「生成 AI」と「人間関係」のアナロジーの性質を明示する 

o 現状では「同じことが言えるのではないか」と述べていますが、AI の応

答は「相互主体性」ではなく「応答的シミュレーション」です。 

よって、次のように補足すると精度が上がります： 

生成 AI の反応はあくまでデータ的反映にすぎないが、その変化を通じ

て「自分が変われば世界（相手）も変わる」という構造を実感できる。 

2. 「変化」や「成長」の意味の層を整理 

o 「変化」には①表面的な変化、②内的な成熟、③環境への柔軟な適

応、など多層性があります。 

ここでいう「人間的成長」は②や③の意味であることを明確にすると、よ

り深みが出ます。 

3. 高齢者への言及の位置づけ 

o 最後の一文（高齢者の場合～）は、全体の流れからやや唐突に感じら

れます。 

改善案としては： 

もっとも、人生の後半期における「変化」や「成長」は、若年期のような

外的変化ではなく、受容や再解釈のような内的な成熟の形を取るのか

もしれない。 

とすると、全体の論旨と統一感が保てます。 

 

      全体の再構成例（まとめ） 

生成 AI の応答は、問いかける側の変化を映す鏡のようなものだ。問いが陳腐なら答

えも陳腐になり、新たな視点を含めれば答えも新しくなる。AI そのものは意識をもた

ないが、その反応を通じて、私たちは「自分が変われば世界も変わる」という相互作

用の原理を実感できる。 

この構造は、人間関係にも当てはまる。自分が他者との関係に「居着かず」、過去の

相手像にこだわらずに接すると、相手もまた新たな応答を返してくる。互いの変化を

受け入れることが、人間的な成長の本質なのだ。 

ただし、変化のかたちは年代によって異なる。高齢期には、外面的変化よりも、自己

や他者を新たに理解し直すような「内的変化」としての成長が重要になるだろう。 



 

ご提示の考察は十分に筋が通っています。 

強いて言えば、「AI は相互主体性をもつ存在ではない」という一点だけ明確にすれ

ば、思想的にも倫理的にもより堅牢な論考になります。 

希望があれば、上記内容を**短い随想文・小論文（A4 1 枚）**の形に整えることもで

きます。希望されますか？ 

質問 ２: 

短い短い随想文で整えて下さい。 

ChatGPT: 

承知しました。 

では、あなたの考えをもとに、簡潔で流れのある「短い随想文」にまとめました。 

 

「変化を映す鏡」 

内田樹は「居着く」とは成長や変化を止めることだと言う。勝ちに居着き、成功体験に

縛られると、人は動きを失う。生命の本質は変化にあるのだから、変わることをやめ

たとき、人は生きながら死ぬのだと。 

生成 AI に質問していると、この言葉を思い出す。こちらの問いが陳腐なら、返ってくる

答えも陳腐だ。新しい発想を含めて問いかければ、応答もまた新しくなる。AI は鏡の

ように、こちらの変化を映し返してくる。 

人と人との関係も、同じ構造をもつのではないか。自分が相手との過去の関係に居

着かず、変化しながら向き合うとき、相手の態度もまた変わってくる。互いの変化が関

係を生かし続ける。 

ただ、年齢を重ねると変化は容易ではない。しかし、そのとき必要なのは、外へと変

わることよりも、内をゆるやかに変えていくことなのかもしれない。変化すること、それ

こそが生きるということなのだ。 

 



 

 


